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１.動機
森林調査に行った際に遠くの人に聞
こえる声で言ったものの相手に聞こ
えなかったことに疑問を感じた。

２.実験方法

私たちは次の手順で実験を行った。
1. 様々な種類の森林の写真を撮る。

（図１）
2. 直線的に抜けている部分を赤、木の

部分を茶、葉の部分を緑に色分けし、
それぞれの色の割合を求める。
（図２）

3. 割合から赤１・緑0.5・茶１とし色の
確率×遮音率の合計を求め統計を取
る。
※葉の透過損率は木の幹の２分の１
と考えた。
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３.仮説

針葉樹と広葉樹で遮音性に違いが
あるのではないか。
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５.考察

結果１で十分な結果が得られな
かったのは、撮影した広葉樹と
針葉樹のサンプルの数に偏りが
あったためである。
天然林の方が遮音性が高いのは、
人工林に比べて木が無造作に生
えていて、全体を見たときに気
の密度が高く、音の通る道が少
ないからである。

4. 結果
仮説の結果
広葉樹と針葉樹の遮音率の平均
針葉樹：２１，４ 広葉樹：１９，８
➡ほとんど違いはなかった。
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